
［目的］
本学在学中の学修や諸経験と卒業後のキャリアや生活の関係などを検証し、
本学の教育内容や研究環境および学生支援の改善、さらには在学生が自分の進路を
考えるための参考資料等に活用する。

［対象］
2023年度卒業の大学・短大生477人、大学院生1人
＜参考＞
2022年度卒業の大学・短大生642人、大学院生1人
2021年度卒業の大学・短大生2,148人、大学院生16人

※2024年度までは就職支援センターと協働でアンケート協力依頼の案内状を郵送していたが、
　2025年度以降、対象年度卒業生の内、就職支援センターが把握しているメールアドレス
　データの提供を受け、当該学生へアンケート協力依頼のメールを送信する方法に変更。

［実施時期］
2026年6月1日～6月15日（15日間）

［実施方法］
Webアンケート

［実施結果］
★大学・短大
回答者89人、回答率18.7％
＜参考＞
2025年度　回答者105人、回答率16.4％
2024年度　回答者247人、回答率11.5％

★大学院
回答者0人、回答率0％
＜参考＞
2025年度　回答者0人、回答率0％
2024年度　回答者2人、回答率12.5％

2026(令和8)年度
大妻女子大学および短期大学部卒業後アンケート

実施報告書

[大学・短大回答者数内訳]（人）
在籍学部 2024年度 2025年度 2026年度
家政 68 25 22
文学 50 30 20
社情 41 10 7
人間 38 24 27
比文 24 7 8
短大 26 9 5
計 247 105 89

HP公表用
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2026年度［設問内容、回答選択肢］

設問
番号

設問内容 回答選択肢

1

あなたは現在の状況（就職、進学、その他）に満足し
ていますか。あてはまる選択肢を選んでください。
（必須）

①とても思う
②やや思う
③あまり思わない
④思わない
⑤わからない

2-1
質問１でのあなたの回答は大学や短大での学修や経験
と関連があると思いますか。（必須）

①あると思う
②ないと思う
③わからない

2-2
前問で選択肢２「ないと思う」を選んだ理由を差し支
えない範囲で簡潔にお答えください。（任意、20文字
程度）

3
社会で特に役立つと思う能力は何ですか。あてはまる
選択肢を５つまで選んでください。（必須）

①教養
②ものごとを分析する力
③問題を論理的に考える力
④特定の専門分野に関する理解力
⑤肯定的な意味で批判的に考える力
⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力
⑦リーダーシップ
⑧人間関係を築いたり調整する力
⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力
⑩明快かつ簡潔に話す力
⑪表現すべき内容の文章を書く力
⑫英語以外の外国語の運用力
⑬プレゼンテーションを準備し発表する力
⑭学術的な文献の読解力
⑮情報技術（ICT）の運用力
⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力
⑰英語の運用力
⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力
⑲自分を律して行動する力
⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力
㉑特になし
㉒わからない
㉓その他

１．大学・短大卒
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設問
番号

設問内容 回答選択肢

4
大学や短大の在学時に身についた（成長した）と思う
能力は何ですか。あてはまる選択肢を選んでくださ
い。（必須、複数回答可）

①教養
②ものごとを分析する力
③問題を論理的に考える力
④特定の専門分野に関する理解力
⑤肯定的な意味で批判的に考える力
⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力
⑦リーダーシップ
⑧人間関係を築いたり調整する力
⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力
⑩明快かつ簡潔に話す力
⑪表現すべき内容の文章を書く力
⑫英語以外の外国語の運用力
⑬プレゼンテーションを準備し発表する力
⑭学術的な文献の読解力
⑮情報技術（ICT）の運用力
⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力
⑰英語の運用力
⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力
⑲自分を律して行動する力
⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力
㉑特になし
㉒わからない
㉓その他

5

質問３で選択した「社会で特に役立つと思う能力」の
うち、質問４で「大学や短大の在学時に身についた
（成長した）と思う能力」と一致しなかったものがあ
る場合、その理由を差し支えない範囲で簡潔にお答え
ください。（任意、20文字程度）
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設問
番号

設問内容 回答選択肢

7
大学や短大で学び、卒業したことで身についたと思わ
れる項目は何ですか。あてはまる選択肢を選んでくだ
さい。（必須、複数回答可）

①良妻賢母
②らしくあれ
③豊かな情操
④思いやりの精神
⑤感謝のこころ
⑥校訓「恥を知れ」
⑦女性の自立（学び働き続ける自立自存の女性）
⑧校章が示す「心の円満」、「技能」
⑨特になし
⑩わからない
⑪その他

8
あなたは大妻女子大学もしくは大妻女子大学短期大学
部を卒業したことを誇りに思いますか。あてはまる選
択肢を選んでください。（必須）

①とても思う
②やや思う
③あまり思わない
④思わない
⑤わからない

9
質問８について、そのように思う理由を差し支えない
範囲で簡潔にお答えください。（任意、20文字程度）

10
大学や大学院で実施してほしいイベント、公開講座な
どがあれば教えてください。（任意、上限100文字程
度）
　又、下記項目は、2023年度に本質問を新設して以降、乖離幅が大きい傾向が続いている。

①専門教育の授業
②ゼミナール・卒業論文・卒業研究
③全学共通科目（教養科目）の授業
④外国語教育
⑤コンピュータ教育、情報教育
⑥キャリア教育
⑦資格取得
⑧海外留学、語学研修、課外英語力強化プログラム
⑨大妻マネジメントアカデミー（OMA）
⑩教員との交流
⑪事務職員との交流
⑫大妻の友人との交流
⑬正課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）
⑭学内行事（文化祭、スポーツフェスティバル、学友会、リー
ダーズ・キャンプ、所属学科の学会総会）
⑮学内就職・キャリア支援プログラム（学内企業説明会、就職基
礎講座等）
⑯課外資格サポート講座（課外パソコン講習、秘書検定対策講
座、情報処理技術者試験対策講座等）
⑰特になし
⑱わからない
⑲その他

6

大学や短大で学んだことや体験した次の項目につい
て、実社会で役に立っていると思われるものは何です
か。あてはまる選択肢を選んでください。（必須、複
数回答可）
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設問
番号

設問内容 回答選択肢

1
あなたは現在の状況（就職、進学、その他）に満足し
ていますか。あてはまる選択肢を選んでください。
（必須）

①とても思う
②やや思う
③あまり思わない
④思わない
⑤わからない

2-1
質問１でのあなたの回答は大学院での学修や経験と関
連があると思いますか。（必須）

①あると思う
②ないと思う
③わからない

2-2
前問で選択肢２「ないと思う」を選んだ理由を差し支
えない範囲で簡潔にお答えください。（任意、20文字
程度）

3
社会で特に役立つと思う能力は何ですか。あてはまる
選択肢を５つまで選んでください。（必須）

①教養
②ものごとを分析する力
③問題を論理的に考える力
④特定の専門分野に関する理解力
⑤肯定的な意味で批判的に考える力
⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力
⑦リーダーシップ
⑧人間関係を築いたり調整する力
⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力
⑩明快かつ簡潔に話す力
⑪表現すべき内容の文章を書く力
⑫英語以外の外国語の運用力
⑬プレゼンテーションを準備し発表する力
⑭学術的な文献の読解力
⑮情報技術（ICT）の運用力
⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力
⑰英語の運用力
⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力
⑲自分を律して行動する力
⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力
㉑特になし
㉒わからない
㉓その他

２．大学院卒
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設問
番号

設問内容 回答選択肢

4
大学院の在学時に身についた（成長した）と思う能力
は何ですか。あてはまる選択肢を選んでください。
（必須、複数回答可）

①教養
②ものごとを分析する力
③問題を論理的に考える力
④特定の専門分野に関する理解力
⑤肯定的な意味で批判的に考える力
⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力
⑦リーダーシップ
⑧人間関係を築いたり調整する力
⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力
⑩明快かつ簡潔に話す力
⑪表現すべき内容の文章を書く力
⑫英語以外の外国語の運用力
⑬プレゼンテーションを準備し発表する力
⑭学術的な文献の読解力
⑮情報技術（ICT）の運用力
⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力
⑰英語の運用力
⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力
⑲自分を律して行動する力
⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力
㉑特になし
㉒わからない
㉓その他

5

質問３で選択した「社会で特に役立つと思う能力」の
うち、質問４で「大学院の在学時に身についた（成長
した）と思う能力」と一致しなかったものがある場
合、その理由を差し支えない範囲で簡潔にお答えくだ
さい。（任意、20文字程度）

6

大学院で学んだことや体験した次の項目について、修
了後のキャリアで役に立っていると思われるものは何
ですか。あてはまる選択肢を選んでください。（必
須、複数回答可）

①大学院での授業全般
②指導教員による指導
③研究活動
④論文執筆
⑤論文発表、最終試験
⑥資格取得
⑦院生時代に築いた人脈
⑧特になし
⑨その他
⑩わからない

7
大妻女子大学大学院を修了したことを誇りに思います
か。あてはまる選択肢を選んでください。（必須）

①とても思う
②やや思う
③あまり思わない
④思わない
⑤わからない

8
質問7について、そのように思う理由を差し支えない
範囲で簡潔にお答えください。（任意、20文字程度）

9
大学や大学院で実施してほしいイベント、公開講座な
どがあれば教えてください。（任意、上限100文字程
度）
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１．大学・短大

（１）全体

　又、下記項目は、2023年度に本質問を新設して以降、乖離幅が大きい傾向が続いている。

※2023年度に新設した質問。

※2023年度に新設した質問。

質問２－２（省略）

質問１．あなたは現在の状況（就職、進学、その他）に満足していますか。あてはまる選
択肢を選んでください。（必須）

質問２－１．質問１でのあなたの回答は大学や短大での学修や経験と関連があると思いま
すか。（必須）
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11.5%
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①とても思う ②やや思う ③あまり思わない ④思わない ⑤わからない

56.0%

59.1%

52.4%

58.4%

28.0%

21.5%

26.7%

28.1%

16.1%

19.4%

21.0%

13.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2023年

2024年

2025年

2026年

①あると思う ②ないと思う ③わからない
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【選択肢】

※2023年度に新設した質問。

質問３．社会で特に役立つと思う能力は何ですか。あてはまる選択肢を５つまで選んでく
ださい。（必須）

①教養　②ものごとを分析する力　③問題を論理的に考える力　④特定の専門分野に関する理解力
⑤肯定的な意味で批判的に考える力　⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力
⑦リーダーシップ　⑧人間関係を築いたり調整する力　⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力
⑩明快かつ簡潔に話す力　⑪表現すべき内容の文章を書く力　⑫英語以外の外国語の運用力
⑬プレゼンテーションを準備し発表する力　⑭学術的な文献の読解力　⑮情報技術（ICT）の運用力
⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力　⑰英語の運用力
⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力　⑲自分を律して行動する力
⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力　㉑特になし　㉒わからない　㉓その他

0.0%

0.0%

1.0%

1.9%

1.0%

1.9%

1.0%

8.6%

5.7%

8.6%

9.5%

7.6%

17.1%

17.1%

19.0%

36.2%

22.9%

25.7%

31.4%

55.2%

41.0%

57.1%

71.4%

0.0%

0.0%

0.0%

1.1%

2.2%

2.2%

3.4%

4.5%

5.6%

5.6%

5.6%

9.0%

13.5%

16.9%

18.0%

18.0%

24.7%

29.2%

32.6%

41.6%

53.9%

53.9%

80.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

㉑特になし

⑫英語以外の外国語の運用力

㉒わからない

⑭学術的な文献の読解力

⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力

⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力

㉓その他

⑰英語の運用力

⑦リーダーシップ

⑤肯定的な意味で批判的に考える力

⑮情報技術（ICT）の運用力

⑬プレゼンテーションを準備し発表する力

④特定の専門分野に関する理解力

⑪表現すべき内容の文章を書く力

⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力

⑲自分を律して行動する力

⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力

②ものごとを分析する力

③問題を論理的に考える力

①教養

⑩明快かつ簡潔に話す力

⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力

⑧人間関係を築いたり調整する力

「社会で特に役立つと思う能力」回答割合

2026年
2025年
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【選択肢】

※2023年度に新設した質問。

①教養　②ものごとを分析する力　③問題を論理的に考える力　④特定の専門分野に関する理解力
⑤肯定的な意味で批判的に考える力　⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力
⑦リーダーシップ　⑧人間関係を築いたり調整する力　⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力
⑩明快かつ簡潔に話す力　⑪表現すべき内容の文章を書く力　⑫英語以外の外国語の運用力
⑬プレゼンテーションを準備し発表する力　⑭学術的な文献の読解力　⑮情報技術（ICT）の運用力
⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力　⑰英語の運用力
⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力　⑲自分を律して行動する力
⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力　㉑特になし　㉒わからない　㉓その他

質問４．大学や短大の在学時に身についた（成長した）と思う能力は何ですか。あてはま
る選択肢を選んでください。（必須、複数回答可）

1.0%

0.0%

9.5%

3.8%

2.9%

10.5%

4.8%

10.5%

13.3%

11.4%

16.2%

12.4%

12.4%

27.6%

21.0%

15.2%

27.6%

21.0%

24.8%

38.1%

39.0%

35.2%

44.8%

0.0%

1.1%

1.1%

2.2%

4.5%

4.5%

5.6%

5.6%

9.0%

10.1%

12.4%

15.7%

15.7%

15.7%

16.9%

19.1%

19.1%

24.7%

28.1%

38.2%

42.7%

47.2%

50.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

㉒わからない

㉓その他

⑦リーダーシップ

㉑特になし

⑫英語以外の外国語の運用力

⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力

⑮情報技術（ICT）の運用力

⑰英語の運用力

⑩明快かつ簡潔に話す力

⑭学術的な文献の読解力

⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力

⑤肯定的な意味で批判的に考える力

⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力

③問題を論理的に考える力

⑲自分を律して行動する力

⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力

②ものごとを分析する力

⑬プレゼンテーションを準備し発表する力

⑪表現すべき内容の文章を書く力

⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力

④特定の専門分野に関する理解力

⑧人間関係を築いたり調整する力

①教養

「在学時に身についた（成長した）と思う能力」回答割合

2026年
2025年
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【選択肢】

質問５（省略）

【質問３－質問４】質問３「社会で特に役立つと思う能力」の回答割合と、質問４「大学
や短大の在学時に身についた（成長した）と思う能力」の回答割合の乖離幅

①教養　②ものごとを分析する力　③問題を論理的に考える力　④特定の専門分野に関する理解力
⑤肯定的な意味で批判的に考える力　⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力
⑦リーダーシップ　⑧人間関係を築いたり調整する力　⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力
⑩明快かつ簡潔に話す力　⑪表現すべき内容の文章を書く力　⑫英語以外の外国語の運用力
⑬プレゼンテーションを準備し発表する力　⑭学術的な文献の読解力　⑮情報技術（ICT）の運用力
⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力　⑰英語の運用力
⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力　⑲自分を律して行動する力
⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力　㉑特になし　㉒わからない　㉓その他

-13.8%

-15.6%

-8.3%

-0.5%

-2.3%

-6.4%

1.4%

-0.9%

-5.5%

-3.7%

2.8%

-2.8%

0.0%

12.8%

1.8%

5.0%

4.6%

2.3%

6.9%

11.5%

7.3%

35.3%

38.5%

-17.0%

-10.5%

-8.5%

-2.4%

-4.9%

-10.9%

4.9%

-2.0%

-6.5%

-2.0%

3.2%

-2.4%

0.8%

5.7%

0.4%

3.2%

5.7%

6.1%

11.3%

5.3%

11.7%

33.2%

39.3%

-21.9%

-13.3%

-10.5%

-7.6%

-3.8%

-9.5%

10.5%

-2.9%

-9.5%

-3.8%

-1.9%

0.0%

4.8%

15.2%

1.0%

-3.8%

2.9%

7.6%

-1.9%

19.0%

3.8%

36.2%

27.6%

-29.2%

-15.7%

-13.5%

-11.2%

-10.1%

-9.0%

-9.0%

-4.5%

-2.2%

-2.2%

-1.1%

0.0%

0.0%

1.1%

2.2%

4.5%

5.6%

5.6%

10.1%

15.7%

16.9%

33.7%

44.9%

-40.0% -30.0% -20.0% -10.0% 0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

④特定の専門分野に関する理解力

⑬プレゼンテーションを準備し発表する力

⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力

⑪表現すべき内容の文章を書く力

⑤肯定的な意味で批判的に考える力

⑭学術的な文献の読解力

①教養

⑫英語以外の外国語の運用力

⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力

㉑特になし

⑰英語の運用力

㉒わからない

⑮情報技術（ICT）の運用力

⑲自分を律して行動する力

㉓その他

⑦リーダーシップ

⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力

⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力

②ものごとを分析する力

⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力

③問題を論理的に考える力

⑧人間関係を築いたり調整する力

⑩明快かつ簡潔に話す力

2026年 2025年 2024年 2023年
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【選択肢】

※「特になし」の選択肢は2021年度に追加。

※「わからない」「その他」の選択肢は2023年度に追加。

質問６．大学や短大で学んだことや体験した次の項目について、実社会で役に立っている
と思われるものは何ですか。あてはまる選択肢を選んでください。（必須、複数回答可）

①専門教育の授業　②ゼミナール・卒業論文・卒業研究　③全学共通科目（教養科目）の授業　④外国語教育
⑤コンピュータ教育、情報教育　⑥キャリア教育　⑦資格取得　⑧海外留学、語学研修、課外英語力強化プロ
グラム　⑨大妻マネジメントアカデミー（OMA）　⑩教員との交流　⑪事務職員との交流　⑫大妻の友人との
交流　⑬正課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）　⑭学内行事（文化祭、スポーツフェス
ティバル、学友会、リーダーズ・キャンプ、所属学科の学会総会）　⑮学内就職・キャリア支援プログラム
（学内企業説明会、就職基礎講座等）　⑯課外資格サポート講座（課外パソコン講習、秘書検定対策講座、情
報処理技術者試験対策講座等）　⑰特になし　⑱わからない　⑲その他

①専
門教
育

⑫大
妻の
友人
との
交流

➁ゼ
ミ・
卒論

⑤情
報教
育

⑦資
格取
得

③全
学共
通科
目

⑩教
員と
の交
流

⑮就
職・
キャ
リア
支援

⑥
キャ
リア
教育

⑬正
課外
活動

⑯課
外資
格サ
ポー
ト講
座

⑨
OMA

④外
国語
教育

⑧海
外留
学、
語学
研修

⑪事
務職
員と
の交
流

⑭学
内行
事

⑱わ
から
ない

⑰特
にな
し

⑲そ
の他

平均 43.8%42.6%41.3%37.2%27.4%25.0%20.6%19.0%12.2%12.1%10.3% 9.5% 8.9% 6.7% 6.3% 5.6% 4.3% 3.7% 1.4%

2026年 40.4%43.8%41.6%40.4%24.7%24.7%21.3%21.3%15.7% 5.6% 6.7% 7.9% 12.4% 9.0% 2.2% 5.6% 5.6% 2.2% 1.1%

2025年 42.9%43.8%41.0%31.4%25.7%27.6%21.9%19.0%13.3%15.2% 8.6% 4.8% 8.6% 5.7% 7.6% 5.7% 3.8% 5.7% 1.9%

2024年 44.9%42.5%43.3%34.8%28.3%27.9%18.6%12.1% 9.3% 10.9%10.1% 8.1% 9.7% 7.7% 7.3% 2.8% 4.5% 2.0% 1.2%

2023年 42.2%41.3%39.9%34.4%28.0%21.1%17.4%19.3%11.0%16.1%13.3%14.2% 5.0% 6.9% 6.0% 6.0% 3.2% 4.6% 1.4%

2022年 48.6%41.6%40.9%44.7%30.4%23.7%23.7%23.3%11.7%12.5%12.8%12.5% 8.9% 4.3% 8.6% 7.8% 3.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0% 「役立っている学びや体験」回答割合

棒グラフは各選択肢における過去6年の平
均回答割合に従って降順に並べている。
（「特になし」「わからない」「その他」
は右端に設定）
この選択肢の並び順に応じて各年度での回
答割合を折れ線グラフで示している。
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【選択肢】

※「特になし」の選択肢は2022年度に追加。

※「わからない」「その他」の選択肢は2023年度に追加。

質問７．大学や短大で学び、卒業したことで身についたと思われる項目は何ですか。あて
はまる選択肢を選んでください。（必須、複数回答可）

①良妻賢母　②らしくあれ　③豊かな情操　 ④思いやりの精神　⑤感謝のこころ　⑥校訓「恥を知れ」
⑦女性の自立（学び働き続ける自立自存の女性）　⑧校章が示す「心の円満」、「技能」
⑨特になし　⑩わからない　⑪その他

⑦女性
の自立

④思い
やりの
精神

⑤感謝
のここ
ろ

⑥校訓
｢恥を知
れ｣

②らし
くあれ

⑩わか
らない

③豊か
な情操

①良妻
賢母

⑨特に
なし

⑧校章
が示す
心の円
満、技
能

⑪その
他

平均 48.1% 39.5% 33.3% 29.6% 19.9% 8.4% 8.1% 7.7% 7.6% 2.6% 0.4%

2026年 41.6% 44.9% 36.0% 30.3% 21.3% 11.2% 6.7% 6.7% 5.6% 2.2% 0.0%

2025年 48.6% 34.3% 27.6% 30.5% 16.2% 6.7% 4.8% 7.6% 8.6% 1.0% 0.0%

2024年 49.0% 40.9% 36.8% 33.2% 22.3% 8.9% 8.5% 3.6% 6.1% 3.2% 0.8%

2023年 47.2% 40.8% 31.7% 22.9% 12.4% 6.9% 8.3% 9.6% 7.8% 1.8% 0.9%

2022年 54.1% 36.6% 34.6% 31.1% 27.2% 12.1% 10.9% 9.7% 4.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

「身についたと思われる項目」回答割合
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※2019、2020年度は本質問の解答は必須ではなかったため、未回答は「わからない」として扱っている。

質問９（省略）

質問１０（省略）

質問８．あなたは大妻女子大学もしくは大妻女子大学短期大学部を卒業したことを誇りに
思いますか。あてはまる選択肢を選んでください。（必須）

40.7%

44.1%

47.1%

47.5%

39.4%

46.6%

50.5%

39.3%

46.3%

45.7%

43.0%

43.2%

46.8%

42.1%

39.0%

48.3%

4.8%

4.2%

6.9%

4.3%

5.0%

5.3%

6.7%

7.9%

0.4%

0.2%

0.7%

0.4%

1.8%

0.8%

1.9%

0.0%

7.8%

5.8%

2.4%

4.7%

6.9%

5.3%

1.9%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

2025年

2026年

①とても思う ②やや思う ③あまり思わない ④思わない ⑤わからない
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２．大学院
※2026年度は回答者ゼロだったため、報告内容は昨年度と同じ。

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年

回答者数(人) 5 7 1 2 2 0 0

※質問1～5は2023年度新設。

　又、下記項目は、2023年度に本質問を新設して以降、乖離幅が大きい傾向が続いている。

※2023年度に新設した質問。2023、2024年度の2年分を合計（4人）してグラフを作成。

※2023年度に新設した質問。2023、2024年度の2年分を合計（4人）してグラフを作成。

質問２－２（省略）

※回答者数が少ないため、質問1～4は2023、2024年度の2年分、質問6と7については2020～2024年度の5年分を
合計してグラフを作成。

質問１．あなたは現在の状況（就職、進学、その他）に満足していますか。あてはまる選択
肢を選んでください。（必須）

質問２－１．質問１でのあなたの回答は大学院での学修や経験と関連があると思いますか。
（必須）

75% 25%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2023～2024年計

①とても思う ②やや思う ③あまり思わない ④思わない ⑤わからない

75% 25%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2023～2024年計

①あると思う ②ないと思う ③わからない
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【選択肢】

※2023年度に新設した質問。2023、2024年度の2年分を合計（4人）してグラフを作成。

①教養　②ものごとを分析する力　③問題を論理的に考える力　④特定の専門分野に関する理解力
⑤肯定的な意味で批判的に考える力　⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力
⑦リーダーシップ　⑧人間関係を築いたり調整する力　⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力
⑩明快かつ簡潔に話す力　⑪表現すべき内容の文章を書く力　⑫英語以外の外国語の運用力
⑬プレゼンテーションを準備し発表する力　⑭学術的な文献の読解力　⑮情報技術（ICT）の運用力
⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力　⑰英語の運用力
⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力　⑲自分を律して行動する力
⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力　㉑特になし　㉒わからない　㉓その他

質問３．社会で特に役立つと思う能力は何ですか。あてはまる選択肢を５つまで選んでくだ
さい。（必須）

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 1 2 3 4

②ものごとを分析する力

③問題を論理的に考える力

⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力

⑧人間関係を築いたり調整する力

⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力

⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力

①教養

④特定の専門分野に関する理解力

⑤肯定的な意味で批判的に考える力

⑩明快かつ簡潔に話す力

⑪表現すべき内容の文章を書く力

⑬プレゼンテーションを準備し発表する力

⑭学術的な文献の読解力

⑦リーダーシップ

⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力

⑫英語以外の外国語の運用力

⑮情報技術（ICT）の運用力

⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力

⑰英語の運用力

⑲自分を律して行動する力

㉑特になし

㉒わからない

㉓その他

(件)
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【選択肢】

※2023年度に新設した質問。2023、2024年度の2年分を合計（4人）してグラフを作成。

質問４．大学院の在学時に身についた（成長した）と思う能力は何ですか。あてはまる選択
肢を選んでください。（必須、複数回答可）

①教養　②ものごとを分析する力　③問題を論理的に考える力　④特定の専門分野に関する理解力
⑤肯定的な意味で批判的に考える力　⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力
⑦リーダーシップ　⑧人間関係を築いたり調整する力　⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力
⑩明快かつ簡潔に話す力　⑪表現すべき内容の文章を書く力　⑫英語以外の外国語の運用力
⑬プレゼンテーションを準備し発表する力　⑭学術的な文献の読解力　⑮情報技術（ICT）の運用力
⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力　⑰英語の運用力
⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力　⑲自分を律して行動する力
⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力　㉑特になし　㉒わからない　㉓その他

4

3

3

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 1 2 3 4

④特定の専門分野に関する理解力

②ものごとを分析する力

⑱ものごとの本質をみて判断しようとする力

③問題を論理的に考える力

⑪表現すべき内容の文章を書く力

⑬プレゼンテーションを準備し発表する力

⑭学術的な文献の読解力

①教養

⑤肯定的な意味で批判的に考える力

⑥自分と異なる意見や考え方を柔軟に理解する力

⑧人間関係を築いたり調整する力

⑩明快かつ簡潔に話す力

⑳得た知識やスキルを活かして問題を解決する力

⑦リーダーシップ

⑨地域社会が抱える問題への関心や理解力

⑫英語以外の外国語の運用力

⑮情報技術（ICT）の運用力

⑯国際的な諸問題に対する関心や理解力

⑰英語の運用力

⑲自分を律して行動する力

㉑特になし

㉒わからない

㉓その他

(件)
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質問５（省略）

【選択肢】

※2020～2024年度の過去5年分を合計（17人）してグラフを作成。

質問６．大学院で学んだことや体験した次の項目について、修了後のキャリアで役に立って
いると思われるものは何ですか。あてはまる選択肢を選んでください。（必須、複数回答
可）

①大学院での授業全般　②指導教員による指導　③研究活動　④論文執筆　⑤論文発表、最終試験
⑥資格取得　⑦院生時代に築いた人脈　⑧特になし　⑨その他　⑩わからない

0

0

0

6

7

8

10

12

14

15

0 2 4 6 8 10 12 14 16

⑩わからない

⑨その他

⑧特になし

⑤論文発表、最終試験

⑥資格取得

⑦院生時代に築いた人脈

④論文執筆

①大学院での授業全般

③研究活動

②指導教員による指導

(件)
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【選択肢】

※2020～2024年度の過去5年分を合計（17人）してグラフを作成。

質問８（省略）

質問９（省略）

質問７．大妻女子大学大学院を修了したことを誇りに思いますか。あてはまる選択肢を選ん
でください。（必須）

①とても思う
64.7%

②やや思う
23.5%

③あまり思わない
11.8%

④思わない
0.0%

⑤わからない
0.0%
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